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本校では令和３年度から試行錯誤を繰り返しながら、探究活動の取組を進めてきましたが、令和５年度からは

総合的な探究の時間を「Sagas」と名付け、取組を強化してきました。また、令和６年度から文部科学省の「新時

代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業）」を受託し、大学や様々な機関と連携しながら取

組を深化させています。 

令和７年度から新たに設置された文理探究科では、新しい探究科目として、統計データの分析手法を学ぶ「デ

ータサイエンス基礎」の授業が始まり、大学の先生の指導をいただきながらこれまでにない内容の授業に取り組

んでいます。また、来年度からは、英文を含む文献読解やディスカッションを行う「読解 Integral」を開設する予定

で、それに向けて準備を整えているところです。 

文理探究科では、文理融合の学びを通じて、主体性、創造性、協調性、社会参画意識を醸成し、柔軟な発想で

未来の新たな価値やシステムを創造する人材の育成を目指すこととしています。 

生徒たちは、探究活動を通して、社会に関心をもち、地域や関係機関の人たちとつながり、主体的に考え、学び

を深めながら、積極的に行動する力を伸ばしてくれていると思います。そして、この探究の取組が淡路三原高校の

教育活動の大きな特徴になりつつあると思っています。 

 この報告書では今年度行った「普通科改革支援事業」の取組や学校全体の探究活動の推進状況についてまと

めています。文部科学省の本事業は残念ながら、最終年度を残し今年度末をもって終了することになりましたが、

県教育委員会の支援のもと、今後も普通科改革の取組を継続して参ります。 

最後になりますが、本事業実施にあたり、ご支援をいただきました県教育委員会高校教育課、教育機関、企業・

団体、地域の皆様に改めて感謝を申し上げ、巻頭言といたします。 
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第 1章：事業の概要とねらい 

 

1.1 本校の現状と課題 

 

1) 文理探究科について 

設置区分 課程別 学科の種類 設置年度 収容定員 

公立 全日制 学際領域学科 令和７年度 1学年 40人 

 

 

2) 文理探究科設置以前 
 

   本校は、平成 19年に三原高校と志知高校が発展的に統合して開校し、約 20年間に渡って普通科高

校として発展し続け、地域の信頼を獲得してきた。開校以来前身の一つである三原高校の科学コースの

流れを継承し、自然科学系のサイエンスコースを設置し、インスパイアハイスクール事業を活用して、

神戸大学でのワークショップや理化学研究所訪問、また、グローバルマインド涵養のために高校生模擬

国連大会への参加など国際性も高めてきた。サイエンスコースでは、テクノロジーの進歩やグローバル

化の進展といった時代の急激な変化に対応するべく、大学等と連携しながら、課題研究を通して自然科

学について探究する力や態度を養うとともに、プレゼンテーション力、英語コミュニケーション力を充

実させコースの特色化を図ってきた。また、令和 4 年度より、南あわじ市と連携協定を結び、地域課題

に取り組む探究活動（課題の発見、解決策の創案、市への提案）も行ってきた。その結果として、自然

科学のみならず、社会科学、人文科学への関心が高まり、進路結果を見てもその多様性は文理の枠を超

えて取り組んできた成果の集大成といえる。 

   このように、本校は普通科教育の特色化において、一定の成果を収めてきたが、生徒たちは真面目

に学習に取り組むものの、総じて受動的で、主体的、創造的に物事に取り組む姿勢が欠けている場面が

見られた。また、大学進学は希望するが、自分がやりたいことが明確ではない生徒も少なくなかった。

授業においても、思考力、表現力の育成に課題があり、探究的な学びの要素はあるものの、それぞれの

専門的な枠の中での取組となり、学びが学際的に広がっているとは言えない状況であった。 

 

 

3) 文理探究科設置の経緯と目的 
 

   兵庫県は、県立高等学校教育改革第三次実施計画において、「変化が激しく予測困難な時代を迎える

中で、社会の変化に柔軟に対応し、自らの力で新しい社会を切り拓く力」の育成を掲げ、普通科教育の

改革を推進している。 

   この計画に従い、文理探究科の前身であるサイエンスコースでの教育実践を下敷きに、カリキュラ

ム計画においても、自然科学、社会科学、人文科学の学びの融合を図り、急速に変化する世界に対応す

る知識やスキルを習得することができる学びを展開する必要があった。 

   近年、淡路島は、地理的特性から少子高齢化が急速に進んでおり、地方が抱える課題が山積してい

る。そこで、身近に存在する多様な課題を分析の対象とし、その課題解決に向けた取組を考察すること

が、探究活動の重要リソースであり、生徒の学びの場となってきた。 
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   この学びを進化させるためにも、分野を問わず、企業や大学の協力のもと、主体的に発見した課題

の解決策を実践検証することにより、創造性を育み、イノベーションを促進することのできる学際的教

育環境を整える必要があった。キャリア教育の観点からも、時代に応じた知識、技能、思考力、創造力

が身につくカリキュラム開発を行うことで、普通科改革の先駆けとなり、学校創立 20周年に向けた新

たな学校の魅力・特色づくりを図りたいと考えた。 

 

 

4) 文理探究科 1期生の課題 
 

   令和７年度、文理探究科１期生が入学した。少子高齢化による生徒数減少と学びの多様化などの影

響を受け、淡路島内の生徒募集状況は、県立 5校のほとんどで定員割れを余儀なくされている。本校

においても、サイエンスコースの募集状況は、3 年前から定員を満たしていない。高校入学のハード

ルが下がるなか、中学教員やその生徒、保護者において、新学際学科への理解を得るのは容易ではな

く、文理探究科 1期生の入学人数は定員 40名に対し 25名であった。 

   このような状況のなか入学した 1期生は、基礎的学習能力に差があるものの、総じて学習意欲やコ

ミュニケーション能力が高く、総合的な探究の時間（Sagasラボ）や教科「探究」（データサイエンス

基礎）においても、主体的に学ぶ姿勢が見られる。学校行事でも、助け合い、より完成度の高いもの

を創り上げようとする意欲に満ちている。 

    課題としては、オープンハイスクール以外にも公開授業や各種媒体を使用した情報提供など草の根

的な広報活動を続け、南あわじ市唯一の高校として、再度、主体的に選ばれる学校を目指すことがあ

げれる。カリキュラム開発においては、授業間連携と本事業で得られた企業団体、大学との連携関係

を絶やさず、ICT を積極的に活用して、兵庫県最南端という地理的条件を克服できるような授業実践

が必要と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２：淡路三原高校サイエンスコース、文理探究科の入学者数推移（定員 40 名） 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 

40 40 40 40 40 40 40 31 25 25 

  ＊2025 年から文理探究科 

年少人口：0～14 歳 

資料１ 本校所在地と年少人口の推移グラフ 
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1.2 文理探究科の目指す生徒像とカリキュラム開発の関係 

 

1) 文理探究科（その他普通科）目的・目標 
 

学際教育により自然科学、社会科学、人文科学の各分野で生徒の興味関心に基づいて学び、急速に

変化する世界に対応する知識やスキルを習得する。さらに企業や大学、海外の学校等と協働して発見

した課題の解決策を見つけ、実践検証することにより、主体性、創造性、協調性、社会参画意識を持

った人材を育成する。 

 

 

2) 育成する資質・能力 
 

 a. 全体 

主体性 
基礎学力を積み上げ、現存する社会課題や未来社会で想定される問題を自分

ごとと認識し、解決に積極的に関わっていこうとする 

創造性 課題を楽観的に捉え、柔軟な発想で解決方法や価値を創造する 

協調性 他者と支え合い、自分の役割を認識し、粘り強く取り組む 

社会参画意識 

・自分が社会に貢献できる存在であることを認識する 

・時代の先端を走る大人の生き方に触れ、将来、よりよい社会の実現にどう 

 関わっていくかを考える 

   

 b. 学際領域各要素 

自然科学 

論理的思考力  科学リテラシー 

観察力  課題発見力 

プログラミング力 

他者と協働する力 
社会科学 

課題分析・解決能力  対話・発信力 

先進技術活用力  行動力 

人文科学 読解力  表現力 

※各要素は複合的に絡んでおり、各分野に限定されるものではない。 

 

 

      論理的思考力  科学リテラシー 

       観察力  課題発見力  プログラミング力 

      課題分析・解決能力  対話・発信力 

      読解力  表現力  行動力 

        先進技術活用力 

 

 

 

 

「総合的な探究の時間（Sagas）」と教科「探究」を含む各教科・科目を有機的に結び付け、知の連

携による学際的な学びを実現し、上記の力を育成する。 

人文科学 社会科学 

自然科学 

他者と協働する力 
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1.3 カリキュラム開発のグランドデザイン 
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第２章：実施体制と組織マネジメント 

 

2.1 事業推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) キャリア創造部の設置 
 

  キャリア創造部を中心に、すべての学年、部が協議し、常に探究活動の改善と広報に努める。 

 キャリア創造部が担う主な内容は以下の通りである。 
 

a. コーディネーターとの連携とカリキュラム開発、運営、評価、改善 

 b. 企業、大学とのコンソーシアムを拡大、連携し、社会とつながる授業を計画、実施 

  c. 各学年と協議し、探究活動実施計画作成、実施支援 

 d. 運営指導委員会の開催と指導助言による授業改善 

  e. 文理探究科のカリキュラム運営と校内研修計画、実施 

 f. 高大産官連携の維持と新規協力機関の開拓 

  g. 探究活動における ICTやデジタル機材の活用場面の創造と機材管理 

  h. 職員会議等における事業内容やデータ共有 

  i. 探究活動用特別教室「探究ラボ」の活用計画と管理 

  j. 教務部と新しいカリキュラム運営のための時間割調整  

k. 小中学校教員、生徒、保護者、地域への継続的広報活動 

 

 

2) 新学科推進委員会の設置 
 

「サイエンスコース委員会」を母体として、「文理探究科」設置に向け立ち上げた「コース改編委員

会」を「新学科推進委員会」に改称 

 

   ■新学科推進委員会構成員： 

校長、教頭、キャリア創造部長、教務部長、進路指導部長、コーディネーター 

 

 

兵兵庫県教育委員会会 

 

うずしお 
コンソーシアム 

コンソーシアム 

管理

監督 

運営指導委員会 淡路三原高校 連携・協力 指導・助言・評価 

南あわじ市連携協定 
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表の内容について、継続的に協議、改善のサイクルを繰り返す。また、各教科が教科「探究」と有

機的に連携し、生徒が学びの連続性を実感できるような授業づくりを行えるように、カリキュラム委

員会と協働して、より良いカリキュラムづくりを行う。 

 

 

3) 運営指導委員会の設置 
 

・専門的な知見を有する大学関係者や企業関係者、自治体関係者などの委員で構成する運営指導委員

会を年間２回開催した。校内の教育活動における進行管理、評価について助言をいただいた。 

・委員会の構成員である県教育委員会事務局から、県全体の施策等を踏まえた指導助言を受けた。 

 

 

4)コンソーシアム委員会の設置 
 

・通年でコンソーシアム委員が特別講師として授業に関わる機会をつくり、学校への関わりを創出 

・コンソーシアム委員会を開催し、カリキュラム等について、各専門分野の立場から必要な助言を与

え、協働体制を構築 

 

※1)～4)を関連付けることにより期待される相乗効果 

・探究活動は、専門的かつ広範囲な内容を伴うことから、従来の教育環境では効果的な実施が困難な面

がある。多方面の専門家や組織と、教育目標や実施内容等を共有することにより、提案、人的支援及

び物的支援等を受けやすくなる。 

・生徒主体の探究活動を、校内外で展開することで、生徒・教員が地域の様々な人と出会い、新たな視

点や問題意識が芽生える。また、カリキュラムから得た知識や技能を各自の興味関心と連動させるこ

とで、思考力や表現力を伴う深い学びに進化させることができる。最終的には、探究活動を通して自

己研鑽を行い、俯瞰的な視野が得られるようになり、将来へつながるキャリア形成が可能となる。 

・生徒が教育活動全体を通して、「社会全体から応援されている」という実感を得ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

部 役割 

教 務 部 
・本事業に関する教育課程の編成、実施 

・カリキュラム委員会との連携 

進路指導部 ・本事業におけるキャリア教育と進路指導の一体化 
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2.2 事業推進体制の内容 

 

1) 運営指導委員会 
 

a. 運営指導委員会の構成員 
 

所属 氏名 所属・役職・主な実績 

神戸市立外国語大学 中嶋 圭介 
国際関係学科准教授 

神戸グローバル教育センター長 

四国大学 松重 和美 
四国大学学長 

京都大学名誉教授 

株式会社海空 大継 康高 
イベント企画・運営会社社長 

令和５年度「ふるさとイベント大賞」受賞 

青山学院大学 大本 晋也 
コミュニティ人間科学部特任教授 

元国立淡路青少年交流の家所長 

兵庫県教育委員会事務局 

高校教育課 
倉橋 良太 設置者代表 高校教育課長 

 

b. 運営指導委員会の取組 

・事業の進捗に対する指導助言 

・事業の改善・充実に向けた情報提供 

・事業の成果検証、評価についての学校の自己評価の妥当性について評価 

・成果発表会における生徒の学びの評価 

 

c. 運営指導委員会での協議事項、意見など 
 

■第 1回運営指導委員会  

日 時：令和 7年 7月 25日（金）14:00～15:30 

場 所：兵庫県立淡路三原高等学校 応接室 

出席者：【運営指導委員】中嶋圭介、松重和美、大本晋也、大継康高 

【高校教育課】樋口秀一指導主事 

       【本校職員】大塚剛啓校長、黒田陽子主幹教諭、岩木拓也教諭、山口聖子実習助手 

【コーディネーター】武中聖子 

 

〈主な意見と助言〉 
 

○ 探究活動の成果を大学入試や外部評価とどのように結び付けていくかについては、整理してい

く必要がある。成果の示し方や評価の在り方については、引き続き検討すべき課題である。 
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○ 探究活動を進める上では、授業時間の制約や教員の負担といった現場の課題がある。放課後の時

間の使い方や探究ラボの活用など、さらに柔軟な学習環境の整備が必要である。生徒主体の活動

を支える仕組みづくりについて今後も継続して取り組む必要がある。 
 

○ 文理探究科の現状について、定員 40 名に対して入学者が 25 名となっている。学科の特色や学

びの内容を中学生や保護者にどのように伝えていくかが重要であり、広報の工夫が必要である。 
 

○ 探究ラボやデジタル機器の活用については、設備を整えるだけでなく、それがどのような学びに

つながるのかを具体的に示していくことが大切ではないか。地域や企業、大学などとの連携を通

して、実践的な学びを充実させていってほしい。 
 

○ カリキュラムの内容については、理系寄りになりすぎないよう注意しながら、人文・社会的な視

点も取り入れた文理融合の学びを意識することが大切ではないか。文系と理系の教員がそれぞ

れの強みを生かしながら連携していくことが大切だ。 
 

○ 探究活動の企画や運営には教員の負担が大きくなりがちなため、校内での役割分担や運営の仕

組みを整えていく必要があるのではないか。 
 

○ 合同発表会や外部コンテストなどを実施する際には、学校間や関係機関との役割分担を整理し

ておくことが大切であり、その上で継続的な連携体制を築いていくことが望ましい。 

 

■第 2回運営指導委員会 

日 時：令和８年３月５日（木）13:00～14:00 

場 所：洲本市文化体育館会議室 

出席者：【運営指導委員】中嶋圭介、大継康高、 

【高校教育課】樋口秀一指導主事 

        【本校職員】大塚剛啓校長、坂井啓太郎教頭、黒田陽子主幹教諭、岩木拓也教諭、山口聖子

実習助手 

【コーディネーター】武中聖子 

 

〈主な意見と助言〉 
 

○ 学校設定科目「データサイエンス基礎」について、統計的な内容を学ぶ際には、探究活動との結

び付きを十分に行うことが大切である。統計的な手法を机上で学ぶよりも実習を通してデータ

を取り、扱うような設計が好ましい。 
 

○ 地域連携については、市役所や大学、地域機関等との取組が進められている点を踏まえつつ、行

政だけに依存するのではなく、大学や企業なども含めた幅広い関係者をつなぐ形で連携を広げ

ていくことが望ましい。行政は仲介役として機能し、緩やかなネットワークの中で多様な学びの

機会を生徒に提供していくことが重要ではないか。 
 

○ 文理探究科の取組については、外部への発信の在り方が今後の生徒募集にも影響する可能性が

ある。中学生や保護者に向けて、どのような学びが行われているのか、どのような力が身に付く
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のかを分かりやすく伝える工夫が必要だ。また、探究活動で成果を上げた生徒の事例や卒業生の

経験談を活用することで、学びの魅力をより具体的に伝えられるのではないか。中学生、教員、

保護者に向けて発信するのなら、そこに響くような広報にしないといけない。 
 

〇ウェブサイト「文理探究科 note」について、誰に向けての発信なのか、ターゲットを意識して作

成することが必要だ。noteの目的は何なのか、生徒のトレーニングだけで終わるのか。そうであ

るとしても、他校と連携して、「いいね」を励みにするのもいい。そのような工夫が大切だ。中学

生が探究ラボを使えたり、卒業生が中学校で授業をしたりするなど、そういったことがよい広報

となる。 
 

〇全国レベルのコンテストで入賞したような場合には宣伝材料になるので、そのような生徒に広報

活動に協力してもらうなどして、市の広報や学校ビデオへの出演など考えてはどうか。   
  

〇広報は差別化が大事。この学校で学べるものをアピール。大学でも保護者向けと学生向けに分け

て youtubeビデオ作製など行っている。ターゲットを意識して企画してほしい。 
 

〇AIを活用して、調べ方もどんどん進化している。学校現場が取り残されないように、教員も学び

ながら授業を行わないと、生徒の方が先を進んでいるというようなこともあり得る。 

 

d. 今年度の成果と課題及び次年度への反映方針 
 

第 1回目の運営委員会では、遠隔地からも本校にお越しいただき、授業内容から広報方法まで非常

に活発なご意見をいただいた。ルーブリックやアンケートの内容に関しても、適宜、相談しながら進

めることができ、本事業計画の改善に役立っている。特に地域リソースの活用に関しては、文理探究

科の新カリキュラムといかに融合させ、相乗効果を生み出していくかを今後の優先課題とした。 

第 2回目に関しては、校外での発表会との同時日程で調整不足があり、2名の委員が欠席となった

が、参加された委員から今後に向けて具体的な改善点を提案していただいた。特に、広報活動に対す

るご助言では、「ターゲット」というキーワードが頻出し、発信するだけに留まらず、受信する相手

が求める内容であるか再検討することとなった。「広く浅く誰にでも」より「ピンポイントで満足度

が高い」内容にすることを喫緊の課題としたい。また、カリキュラムでは、授業で得られた知識技能

を具体的に表現できる場が「総合的な学習の時間」であることを教員が強く意識し、情報共有を心が

け授業力を高め合うようなチーム感の醸成に努めたい。 

本事業は今年度で終了するが、支援事業で得られたご縁を大切にして、今後ともご助言をいただけ

るような校内体制を築いていきたい。 
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2) コンソーシアム委員会 
 

a. コンソーシアム委員会の構成員 

所属 氏名 所属・役職・主な実績 

吉備国際大学 相野 公孝 

農学部 地域創成農学科 学部長 教授  

本校に一番近い地域密着型の大学、継続して施設

の利用、講師派遣などの支援 

兵庫県立大学大学 嶽山 洋志 
大学院緑環境景観マネジメント研究科准教授 

継続して探究授業に多様な形態で支援 

関西看護医療大学 西村 由実子 
看護学部看護学科 准教授 

国際保健に関する特別授業を継続実施 

鳴門教育大学院 藤原 大樹 
学校教育研究科 准教授 

データサイエンス基礎の授業支援 

アイ・エス・ネクスト（株） 酒井 貴弘 
代表取締役 淡路三原高校 3 回生 

農業関連企業を全国展開 

株式会社あべいすと 安部 則行 
代表取締役 三原高校 46 回生  

地域でリハビリテーション施設経営 

（株）日東コンピュータサ

ービス 
石田 一成 

代表取締役 IT 分野でシステム開発、支援、コン

サルティング業務など展開 

南あわじ市 柏木 映理子 

本校支援事業コーディネーター 

南あわじ市教育委員会 

スポーツ青少年課課長 

 

b. コンソーシアム委員会の取組 

・特別講師として授業の実施 

・校外での探究活動のコーディネート 

・島内普通科高校合同探究活動発表会「トリコロ★クエスト（3月５日開催）」での指導助言 

 

c. トリコロ★クエストでの指導助言 
 

日 時：令和８年３月５日（木）17:00～17:40 ＊トリクロ★クエスト開催後実施 

場 所：洲本市文化体育館会議室 

出席者：【コンソーシアム委員】嶽山洋志、西村由実子、安部則行、石田一成、松原茂仁 

        【運営指導委員】中嶋圭介、大継康高 

        【高校教育課】樋口秀一指導主事 

        【他校職員】洲本高校 堀真也、津名高校 中村貴胤 

        【本校職員】大塚剛啓校長、坂井啓太郎教頭、黒田陽子、岩木拓也 
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〈主な意見と助言〉 
 

○ 生徒の探究内容について、着眼点の面白さや独自のデータ収集、実験・アンケートなどの取組は

評価できる。全体としてこれまでより発表の質は向上しており、大学の研究にもつながる可能性

を感じさせるテーマも見られた。一方で、生徒によって研究の深さには差があり、特に問題設定

の段階での理解の深さに課題が見られる。 
 

○ 探究テーマの設定については、課題の理解が表面的になりがちであり、背景にある原因や要因を

構造的に捉える視点が十分ではない。また、既存の研究や社会で行われている取組についての調

査が不足しているケースも見られ、先行研究や既存施策を調べたうえで、何が既に分かっていて

何がまだ解決されていないのかを整理することが重要である。仮説やリサーチクエスチョンを

明確にした上で研究を進めることで、探究の方向性がよりはっきりするのではないか。 
 

○ 発表内容については、テーマから結論までがあらかじめ決まっているように見える発表もあり、

研究の過程で得られた気付きや試行錯誤のプロセスをもっと示すことが大切ではないか。探究

活動では必ずしも最初に考えた答えにたどり着く必要はなく、調査や実験の結果によって結論

が変わることも含めて研究の過程であるため、その過程を丁寧に伝えることが望ましい。 
 

○ 発表の仕方については、声が小さく聞き取りにくい場面があり、書き言葉の文章をそのまま読む

ような発表になっているケースも見られた。発表では自分の言葉で話し、聞き手に伝えることを

意識することが重要であり、もう少し声量を上げて堂々と話すことが望ましい。また、聞き手側

の質問が少ない点も課題として挙げられ、発表後の質疑を通して研究内容を深めていく姿勢を

育てる必要があるのではないか。 
   

○ 発表会の運営については、会場がやや狭く、複数の発表が同時に行われることで周囲の声が重な

り、発表者の声が聞き取りにくい場面があった。分科会を教室ごとに分けるなど、より落ち着い

て対話ができる環境を整えることが望ましいのではないか。また、コメント用紙の記入項目が多

いことで、聞くことや議論に集中しにくくなる可能性もあるため、記入内容を簡潔にするなど運

営面の工夫も検討できるのではないか。 

 

 

d. 今年度の成果と課題及び次年度への反映方針 
 

今年度のコンソーシアムでは、卒業生や地域で活躍する人材からの協力をいただき、探究活動と

地域との親和性をさらに高めようと試みた。「総合的な探究の時間」の特別講義や発表会での評価や

指導なども行っていただき、生徒・教員ともに様々な観点で助言をいただいた。本校卒業生や地域

のことをよく知る方々から学ぶことは多く、参加した生徒も地域から応援されていることを実感で

きた。 

課題は、委員の専門分野と生徒個別の探究活動をマッチングさせるような校内の仕組みづくりで

ある。探究活動が机上の調べ学習に終わらないように、まずはコンソーシアム体制の校内理解を高

めることが必要だと考えている。指導教員が気軽に委員に相談できるようにし、探究の難所を生徒
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と共に突破する経験を積み重ねたい。学校における「探究は面倒だ」「指導の仕方がわからない」と

いった教員丸抱えの負担感を軽減し、生徒と共に学ぶ探究活動づくりを目指したい。 

 

 

3) コーディネーター 
 

a. コーディネーターの配置及び活動内容 

本校コーディネーター 武中 聖子（本校前校長）年間 160時間 

 

b. 活動内容 

・カリキュラム及び教育方法の計画、実施、改善 

・広報活動への助言 

・連携機関の新規開拓および連絡調整 

・「総合的な探究の時間」や学校設定科目の学習計画と助言 

 

c. 今年度の成果と課題 
 

本年度コーディネーターは前校長で本事業の採択に関わった人物であったため、学校の特色を

よく理解した上で、コーディネート業務に携わっていただいた。地域や教育活動を熟知し、大学、

企業との連携に関してもよく知る人材として、オープンハイスクールや地域発表会など、探究活動

と広報の両面で教員と協力することができた。 

2年間コーディネーターを配置したが、教員以外の地域人材で、既定の時間数勤務できる候補者

を探すことが課題であった。職員室に探究活動や広報を支える支援員がいることで、職員に教育の

方向性を共有する機会も増えたが、一方で、事業が終了する来年度からはその業務を教員で担うこ

とになる。この点では、引き続きキャリア創造部が中心となって、運営指導委員やコンソーシアム

委員とのつながりを保ち、教員が外部に積極的に相談していくことで開かれた学校づくりを目指

したい。そのためにも、支援事業開始から新学科設置にあたって経緯、目標、また実施計画を全職

員に継承し、外部機関との連携に改善を加えながら淡路三原高校らしい探究活動を継続していき

たい。 
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第３章：カリキュラム実践と高大産官連携 

 

本章では、文理探究科のカリキュラムに関して、まず今年度実施内容を示し、次年度以降の授業計画

を提示する。また、その後、それらのカリキュラムが大学、企業、団体、行政とどのように関係し、新

たな学びの場を創造するのかを説明する。 

 

探究学際領域の充実を図るために以下を７単位で実施または実施に向け内容を検討中である。 

教科（合計単位数） 授業名（学年/単位数） 主な内容 開始年度 

「総合的な探究の

時間」（4） 

Sagas ラボ 

（1 年/1 単位） 

探究活動のスキル養成 令和 7 年 

（今年度） 

Sagas ゼミ 

（1 年/2 単位） 

課題探究活動 
令和 8 年 

Sagas プラス 

（3 年/1 単位） 

課題探究活動のまとめ 
令和 9 年 

「探究」学校設定

教科（3） 

データサイエンス基礎 

（1 年/1 単位） 

Sagas ラボと連携して統計データの扱い

方および分析スキル養成 

令和 7 年 

（今年度） 

読解 Integral 

（2 年/2 単位） 

Sagas ゼミと連携した社会問題読解（日

英）と発表活動 
令和 8 年 

上記以外の学校設定科目 

教科（合計単位数） 授業名（学年/単位数） 主な内容 開始年度 

「外国語」学校設

定教科（4） 

English in Use Ⅰ 

（1 年/2 単位） 

読解 Integral の素地として、基礎力の育

成と社会問題への関心を高める 

令和 7 年 

（今年度） 

English in Use Ⅱ 

（2 年/2 単位） 

読解 Integral との連動、Sagas ゼミで使

用する「伝える」力の育成 
令和 8 年 

＊教育課程の編成については、令和７年度入学生における教育課程は p.48 参照。 

 

3.1 令和 7年度文理探究科のカリキュラム実施内容 
 

1) 「総合的な探究の時間」実施報告  報告者：〈理科〉米谷 真由美、出水 秀明、狭間 崇、立川 広大 

 
■講座名：Sagasラボ（毎週火曜６限）、対象生徒：文理探究科１年、１単位 

 
■目的 
a. 単一の学問だけでは解決できない複雑なテーマを扱えるようになる。 
b. 異なる分野の知識を結び付けて、柔軟な思考力を育成する。 

 
■概要 

探究の基本的な進め方や基礎知識を学習し、理科の基礎実験を題材に、科学的なデータの解析方法

について学び、レポートの書き方や発表のノウハウも身につける。さらに、近隣大学や研究施設にお

ける高度な実験装置を用いたより専門的な実験を経験し、最先端の研究に触れることで、進路につい

て具体的に考えるキャリア教育も実施する。 
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一学期はすべての分野の研究の土台となる基礎知識について講義、実習を行った。二学期から三学

期にかけては、本校において基礎実験、及び吉備国際大学において大学レベルの内容につながる実

験・実習を行った。 

 
■実施内容（1学期～夏休み） 
回 実施日 内容 補足・資料等 

1 4/15 実験ノート及び『Sagas ラボ・課題探究 
手引書 2025』を配布した。Society5.0 で
必須となる「課題をみつけて解決してい
く能力」を身につけていくため、探究の４
つのプロセスを解説した。文理問わず、研
究不正は厳禁であることも厳重注意し
た。 

写真１．手引書 2025 
学年間の交流と研鑽を目的
に、今年度はｻｲｴﾝｽｺｰｽ２年と
合同で行うことを想定した手
引書となっている。 

2 4/22 研究テーマの設定について解説した。
生徒が興味・関心を持っているキーワー
ドについて、「マンダラチャート」を用い
て関連するワードを書き出していった。
生徒間での意見交換も行い、分野の広が
りや自分の関心について気づくきっかけ
とした。 

個人の活動でマンダラチャートを書い
たのち、生徒間の意見交換を実施した。手
が止まってしまうこともあったが、友人間
で意見交換をすると「なるほど、それもあ
るのか」と気づく様子も見られた。 

3 5/13 実験ノートの存在意義と記入する上で
の注意点等を解説した。実験ノート記載
上の細かいルールを自分でまとめ、実際
に行った実験について実験ノートに記入
した。実験ノートについてはこれ以降も
随時活用し、担当教員によるチェックを
行っている。 

写真２．実験ノート記入
の様子 

ボールペンを用いて、
細かいルールを意識し、
不明点は担当教員に確認
しながら書き進めてい
た。 

4 5/27 2 年生と合同で、「文献検索」と「参考
文献の書き方」について講義と実習を行
った。「文献検索」では、ドメイン検索や
Google Scholar の使い方を学び、信頼に
足る論文などの文献を入手する方法を身
につけた。「参考文献の書き方」について
は、著作権と引用時のルールを解説し、
SIST02 スタイルを意識した引用文献の書
き方を学習した。 
 

神戸大学図書館の HP などを例に、情報
リテラシーや引用文献の書き方について
は大学のどの学部の研究においても必須
項目であることを伝えた。 
『参考文献の役割と書き方』については

SIST_booklet2011.pdf を教材として使用
した。 

5 6/3 

6 6/10 レポート・論文・ポスターの書き方につ
いて、担当教員の学位取得時の資料を用
いて、具体的に解説した。 
 

夏季特別実験においてレポート作成課
題を実施した。 

7 6/17 特に理系で必須となる「測定」について解
説した。月までの距離や細胞の大きさは、ど
のような道具を用いてどのように測定する
と求められるのか考え、議論し、図示する活
動を行った。生徒の解答例を右欄に示す。 
また、文系においても、どのようなデータ

を集め、どのように解釈するかが大切であ
ることも紹介した。 
 

写真３． 
生徒の考え 

「月までの距離をどう測るか」 
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8 6/24 「データを扱う際の注意」として、定量
的データと定性的データの違い、誤差や
有効数字の計算、適切なグラフ表記など
について解説し、実習を行った。 

おもりの質量を変化させ固有振動数を
測定した実験とある生物の生存個体数の
データについて、それぞれ考えられる事項
を話し合い、結果を提出した。 

9 7/1 

夏休み 各自一学期のポートフォリオを作成し
ながら、振り返りを行った。 
また、夏期特別実験として生物の基礎実
験を実施し、実験の組み立てから結果、考
察までノートに記入し、レポートにまと
める流れを経験した。 

生徒が記入したポートフォリオを教員
が確認し、今後も意識的に取り組めるよう
に促した。 
生物の基礎実験内容をレポートにまと

め、提出させた。6/10 の授業で学んだこと
を生かして、ルールに則って作成するよう
促した。 

■実施内容（2学期～3学期） 
回 実施日 内容 補足・資料等 

10 9/9 物理実験班と生物実験班に分かれて、
9/30 に実施する内容の事前講習を行い、
実験器具の準備などを行った。 
 

実験内容に関連する内容の復習をした
後、実験手順説明書をグループで読み、必
要な器具の数の確認や条件の設定、器具の
準備などを行わせた。 

実験前に必ず予想を立てて、入念にシミ
ュレーションを行うことを意識づけた。 

11 9/30 
2 時間 

【生物】生体触媒であるカタラーゼと無
機触媒である酸化マンガンⅣの働きが、
温度や pH の条件によってどうなるのか、
実験を通して学んだ。 
【物理】弦巻ばねで成り立つフックの法
則が、輪ゴムでも成り立つのか、実験方法
をグループで考えて検証した。 

写真４．実験風景 
前週に用意

したものを使
用して、実験や
測定を行い、記
録した。実験終
了後、実験ノー
トに手順～考
察まで記入し

てくるように指示し、翌週までに必ず実験
内容を整理するように促した。 

12 10/7 グループごとにわかれ、実験結果を再
度確認し、なぜそのような結果になった
のか、なぜ失敗した（他のグループと違
う）のか考えをまとめ、発表した。 

生徒が 9/30 の実験結果をまとめてきた
うえでの事後指導である。なぜその結果に
なるのか、科学的な根拠にあたって思考を
深められるよう促した。 

13 11/25 
1 日 

吉備国際大学において実習・実験を行
った。 
【午前】臨海実習棟にて、布川先生と松原
先生から「ドローンでみた阿那賀地区の
森と海」というタイトルで講義を受け、施
設の見学等を行った。 
【午後】志知キャンパスに移動し、「海藻
多糖類『寒天』について」というタイトル
で、南あわじ市沿岸でたくさん収穫され
るテングサから抽出された寒天と精製寒
天の違いを探る実験を行った。 

写真５．活動の様子 
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14 12/2  
写真６．生徒作成のポスター 
吉備国際大学で一緒に実習・実験内容を行っ

たグループで話し合いながら、要約・方法・結
果・考察といった内容のポスターを作成した。
作成はタブレットで行い、各自が発表できるよ
うに練習も行った。 
 
 
6/10 の授業で学んだことを生かして、ルール

に則って作成するよう促した。 

15 12/16 前時に作成したポスターを用いて、異
なる実習・実験を行った生徒でグループ
となり、ポスター発表を行った。 

自分が行った実習・実験を論理的に説明
できるよう、工夫して発表させた。聞き手
側にも、疑問に思ったことや分からない内
容は質問できるよう、意欲的に発表を聞く
ように促した。 

16 1/13 物理実験班と生物実験班に分かれて、
1/20 に実施する内容の事前講習を行い、
実験器具の準備などを行った。 
 

実験内容に関連する内容の復習をした
後、実験手順説明書をグループで読み、必
要な器具の数の確認や条件の設定、器具の
準備などを行わせた。 

実験前に必ず予想を立てて、入念にシミ
ュレーションを行うことを意識づけた。 

17 1/20 【生物】生体触媒であるカタラーゼと無
機触媒である酸化マンガンⅣの働きが、
温度や pH の条件によってどうなるのか、
実験を通して学んだ。 
【物理】巻ばねで成り立つフックの法則
が、輪ゴムでも成り立つのか、実験方法を
グループで考えて検証した。 

前週に用意したものを使用して、実験や
測定を行い、記録した。実験終了後、実験
ノートに手順～考察まで記入してくるよう
に指示し、翌週までに必ず実験内容を整理
するように促した。 

18 1/27 3/17-18 に予定されている兵庫県立西
はりま天文台で行う天体観測に向けての
講義を行った。 

「なゆた」望遠鏡で観察してみたい星や
星雲などの天体について調べさせた。グル
ープ内で共有し、最も興味をもった天体に
ついてグループで観察することにした。 

19 2/3 グループごとにわかれ、1/20 の実験結
果を再度確認し、なぜそのような結果に
なったのか、なぜ失敗した（他のグループ
と違う）のか考えをまとめ、発表した。 
 

生徒が実験結果をまとめてきたうえでの
事後指導である。なぜその結果になるのか、
科学的な根拠にあたって思考を深められる
よう促した。 

 

 

■１年間のまとめ講座 

【１回目：2/10】 

探究活動を「何となくやった」で終わらせないために、生徒が「探究＝手順のある思考活動」だと再認

識するための、振り返りと言語化活動を行った。 

導入（10 分） 

発問「１年間の授業で、一番大変だったのはどこ？」 

➡ 個人で短く記述 

➡ 数名共有（失敗経験が大事） 
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展開①：研究の流れを整理（20 分） 

ワーク①（個人）穴埋め形式 

① 実験に先立って抱いた疑問： 

② 予想をたてられたか： 

③ 工夫したこと： 

④ 困ったこと： 

⑤ わかったこと： 

※「④困ったこと」は必ず書かせる。 

展開②：クラスで「共通点探し」（15 分） 

ロイロノートで共有し、 

❖困ったことに共通点は？ 

❖予想と結果は一致した？ 

❖途中でやり方を変えた人は？ 

※「探究＝一発で成功しない」「考え直すことが探究・研究」ということに気付かせる。 

まとめ（5 分） 

探究は「正解探し」ではなく、考え方の練習である。 

【２回目：2/17】 

探究活動で育った力を実感するため、身についた考え方や力について言語化した。探究経験に意味付け

をし、次年度の Sagas ゼミへの橋渡しの時間とした。 

導入（5 分） 

発問「Sagas ラボ」をやる前の自分と、今の自分は何が違う？」 

展開①：身についた力の棚卸し（20 分） 

ワーク② 次から当てはまるものに〇＋具体例 

□ 疑問を見つける力 

□ 予想を立てる力 

□ 失敗してやり直す力 

□ データを見る力 

□ 話し合う力 

※個人ワーク後、ペアやグループで共有し、互いに認め合えるように促す。 

展開②：高 2 への予告（15 分） 

次年度の Sagas ゼミでは、自分で問いを深めていく。 

そのとき、今日自覚した力が土台になる。 

まとめ（10 分） 

探究は才能ではなく、練習でうまくなる。 

「探究の入り口」に立った。次年度も楽しもう。 

 

■評価方法 

対象：ルーブリックによる振り返りと実験ノートの内容 

 実験のやり方 実験ノートへの記録 考察のレベル 

優 

手順を正確に理解し、安全

に配慮しながら主体的に実

験を進めていた。 

観察内容を具体的に整理し、図

や数値を用いて分かりやすく記

録できていた。 

結果を根拠に論理的に説明し、

課題や次の展開を示すことがで

きた。 

良 

基本的な操作はできていた

が、確認不足により効率性

に課題が見られた。 

必要事項は記録できていたが、

表現や整理に改善の余地があっ

た。 

結果の説明はできたが、根拠や

関連付けが十分ではなかった。 

可 

手順理解が不十分で、指示

を受けながら進める場面が

多かった。 

記録が断片的で、後から内容を

理解するのが難しい部分があっ

た。 

結果の記述にとどまり、考察が

浅く発展的な視点は見られなか

った。 
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■今後の課題 

多くの生徒が、次年度の探究につながる基礎を身につけることができているように感じられる。今

後は、データサイエンス基礎など他科目との連携もさらに図り、複数教科で関わることができるよう

な環境づくりをしていきたい。そのため、担当教員の人数は今年度レベルを維持し、手厚く指導がで

きるようにしたい。また、これまでのサイエンスコースで実施していた「課題探究」とは異なり、１

年生で吉備国際大学の講座を受けることになるため、受講できる内容に制限が出てくる。より有意義

な時間にできるよう、タイミングなどを考え直す必要がある。 

 

 

2) 「探究」学校設定科目 実施報告 報告者：〈数学〉林 友哉、〈情報、数学〉宮尾 文明 

 
■講座名：データサイエンス基礎（毎週木曜２限）、対象生徒：文理探究科１年、１単位 

 
■目的 
日常にあふれている事象を積極的にデータ化して、分析や推測を行うなど、既習の内容を様々な場

面に結びつけようとする姿勢を身に付けさせる。 
 
■概要 
データの分析や統計的な推測で学習する内容を与えられたデータや実験で得られたデータから学

習していく。また、自分の身の回りの事象を数学的に捉え、関連するデータなどをもとに、その特徴
や変化を考察し、自分の意見を述べることや新たな問題提起ができることを目指す。 
  
■１学期実施内容 
回 実施日 内容 

1 4/17 
オリエンテーション 
授業の目的・進め方のガイダンスを聞く。 

2 4/24 
データの整理と代表値 
度数分布表やヒストグラムを理解する。平均値や中央値、最頻値の定義や意味を理解し、
それらの数値を求める。 

3 5/1 
データの散らばりと四分位数 
範囲や四分位範囲の定義やその意味を理解し、それらの数値を求める。また、箱ひげ図
かき、データの分布を比較する。 

4 5/8 分散と標準偏差 
偏差、分散、標準偏差の定義とその意味を理解し、求める。 5 5/15 

6 

5/30 

特別講義：「小指ギャップ」を教材とする統計処理の実験 
講師：鳴門教育大学准教授 藤原大樹 

足の小指をぶつけるのはなぜかという
日常的な問題場面から、提示された仮
設について、実験の観測データをまと
め、グラフや代表値等を用いて考察し
た。さらにデータを読み解く中で、気
づいたことや疑問に思ったことをもと
に、独自の仮説を設定し考察した。 
 

 

7 

8 6/5 
２つの変量の間の関係 
相関係数の定義とその意味を理解し、定義にしたがってその数値を求める。相関係数は
散布図の特徴を数値化したものであること、数値化して扱うことのメリットを理解す
る。 9 6/19 

10 6/26 仮説検定の考え方 
仮説検定の考え方を理解し、具体的な事象に当てはめて考えることができるようにな
る。 
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11 7/11 データの分析の問題演習 
度数分布表や箱ひげ図、散布図などからデータの特徴を読み取る。 

 
■２学期実施内容 
回 実施日 内容 

1 9/4 
確率変数と確率分布 
用語や記号の意味を理解し、確率分布を求める。 

2 9/11 
確率変数の期待値と分散・標準偏差 
確率分布の表を活用し、期待値と分散・標準偏差を求める。 

3 9/16 

4 9/25 

5 10/3 

統計データの収集と整理の演習 
RESAS と e-Stat を活用し、課題に必要な統計データを条件を絞
りながら調べた。また、調べた統計データについて、Excel を活
用して整理し、グラフ化しながら変化を視覚化した。 
 
 
 
 
 
 
 
   

6 10/9 

7 10/23 
確率変数の期待値と分散・標準偏差 
確率分布の期待値 E(X)や分散 V(X)の計算式理解し、活用してそれらの数値を求める。 

8 10/30 確率変数の和と積 
同時分布の意味を理解し、2 つの確率変数の同時分布を求める。 9 11/6 

10 
11/14 

特別講義：「北極域の海氷域面積」を教材とする分析処理の演習 
講師：鳴門教育大学准教授 藤原大樹 
 
数学ソフトウェア GeoGebra を活用して北極域の海氷域面積に関
するデータをグラフ化し、数年後どうなるのかを予測し考察し
た。また、考察結果を報告レポートにまとめる活動を通して、分
析結果を提示するポイントや工夫の仕方について学んだ。 

11 

12 11/20 確率変数の和と積 
複雑な確率分布の期待値を、確率変数の和の期待値を利用して求める。また、独立な確
率変数の積の期待値を求める。 

13 11/27 

14 12/4 

15 12/19 
確率変数と確率分布の問題演習 
さいころを用いた具体的な場面において確率分布を求め、表を活用して確率変数の期待
値や分散・標準偏差を求める。 

 
■３学期実施内容 
回 実施日 内容 

1 1/15 
発表準備 
物理実験「共鳴による振動数測定」で得られた結果について、グループごとにデータ処
理を行った。その結果をグラフ化するなど工夫してまとめ、発表資料を作成した。 

2 

1/30 

発表会  
指導助言：鳴門教育大学准教授 藤原大樹 
 
グループごとに発表を行った。質疑応答の時間では、生
徒同士で積極的に質問が飛び交い、相互に内容を深める
ことができた。また、発表に対する講評・助言をいただ
き、資料のまとめ方や提示の仕方の工夫だけでなく、探
究の基盤である「科学的であること」の重要性を講話し
ていただいた。 

 
 

3 
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4 2/5 
発表の振り返り 
指導助言していただいた内容を踏まえて、各グループの発表資料をブラッシュアップし
た。 

5 2/12 
１年間のまとめ 
統計データの処理について既習内容を振り返った。また、データの整理の仕方や統計的
な推測のための視点、発表技能について共有した。 

 

■評価の観点と基準 

知識及び技能 思考力･判断力･表現力等 学びに向かう力･人間性等 
 
実社会に必要な数学の知識や技
能を身に付けるとともに、与え
られたデータを分析したり、統
計的に推測したりすることがで
きる。 

 
実験などで得られたデータを分
析した結果を基に、自分の意見
を述べることや新たな問題提起
をすることができる。 
 

 
実験などで得られたデータを積
極的に分析をする姿勢や統計的
に推測する姿勢がみられる。 
 

 
知識・技能テスト（50） 
授業中のワークシート（30） 
確認テスト（20） 

 
思考力に関するテスト（50） 
授業中のワークシート（20） 
レポート課題（30） 

 
レポート課題及び発表資料 
（50） 
発表等の相互評価（30） 
振り返りシート（20） 

 

■今後の課題 

当初、学校設定科目「Sagasラボ」で行った実験で得られるデータを分析処理する予定であったが、
数値化されるような実験が少なく、予定通り着手できなかった。実験内容の共有が課題である。ま
た、コンピュータ（ソフトウェアも含む）の操作に時間がかかるため、演習の時間を多く取れるよう
計画したい。 

 
 

3) 「外国語」学校設定科目 実施報告 報告者：〈外国語〉芝 彩紗、藤原 章子 

 
■講座名：English in UseⅠ（毎週月曜 5限、金曜５限）、対象生徒：文理探究科１年、2単位 

 
■目的 
国内外のショートニュースに焦点を当て、聞いたり読んだりすることで読解力、表現力を育成する

中学校での既習文法事項を確認、さらに高校文法を日常場面でいかに使用するか意識しながらニュ
ース英文などを正確に読み取る読解力を身に付けさせる。また、そのニュースを要約し、それに対す
る自分の意見を英文で表現することで、アウトプットする力を身に付けさせる。 
最終目標として、2年次探究科目である「読解 Integral」への移行の準備として進める。 

 
■概要 
文理探究科２年で行う「読解 Integral」、「Sagasゼミ」において、英語を情報収集や発表手段と

して使用するため、日常のニュース記事などで探究的素養を育成しながら、英語の総合的技術向上
を行う。中学校で学んだ文法事項を使って、話したり、書いたりしながら、伝わりやすい英語の習
得習得を目指す。 

 
■年間実施内容 

学
期 

月 内 容 
時
間
数 

評価方法 

1 4 月 

オリエンテーション 

7 
・Writing 課題 
・小テスト 
・定期考査 

Topic: Behavior 

Grammar: 動詞の現在形、頻度を表す副詞 

Reading: skim reading 

Speaking: 日常の頻度について 
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5 月 

Topic: Ways of learning 

7 
Grammar: 現在進行形, 副詞への変形 

Speaking: 絵図の説明 

Listening: 電話での会話 

6 月 

Topic: Technology 

9 

Grammar:動詞の過去形 

Reading: キーワードの見つけ方 

Listening: ラジオ番組 

Speaking: 過去の出来事について話す 

7 月 

Topic: Appearance 

4 Grammar: 過去形の疑問文と否定文 

Reading: 文脈から単語の意味を推測する 

2 

9 月 

Topic: Work 

8 

・Writing 課題 
・プレゼン 
・小テスト 
・定期考査 

Grammar: 未来を表す"will","be going to"と現在形 

Writing: 形式的な手紙 

Reading: 速読 

10 月 

Topic: Health 

9 
Grammar: 不定詞 

Speaking: プレゼンテーション 

Reading: 目に見える情報をもとに内容を予測する 

11 月 

Topic: Happiness 

9 
Grammar: 比較級と最上級 

Writing: 要約 

Speaking: 類似と比較 

12 月 

Topic: Home 

4 Grammar: "must","have to" 

Writing: エッセイ、レポート 

3 

1 月 

Topic: Travel 

8 ・レポート 
・小テスト 
・定期考査 

Grammar: 完了形 

Writing: エッセイ、レポート(12 月からの継続) 

2 月 
Topic: Free time 

5 
Reading: 5W1H の読み解き方 

 

■評価の観点と基準 

知識及び技能 思考、判断、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

英語での読解や表現に必要な文
法や語彙についての知識を身に
つけ、適切に使用することがで
きる。 

英文を正確に読み取り、要旨や
論点を整理して情報や考えなど
を英語で適切に伝えることがで
きる。 

身近なニュースを通して、自身
の考えを深めようとしたり、そ
の考えを他者と積極的に共有
し、英語でコミュニケーション
を取ろうとしている。 

・小テスト 
・定期考査 
・レポート 

・定期考査 
・Writing 課題 
・プレゼンテーション 
・レポート 

・Writing 課題 
・プレゼンテーション 
・レポート 
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3.2 来年度以降実施開始のカリキュラム計画内容 

 

1) 「総合的な探究の時間」Sagasゼミ（令和 8年度〜）、Sagasプラス（令和 9年度〜）実施計画 
 

■講座名：Sagasゼミ、対象生徒：文理探究科 2年、2単位 
■担当教科等：理系教科２名、文系教科１名 

目的 

身近にある疑問からテーマを設定し、その答えを探す。文献検索を丁寧に行い、疑

問から新たな疑問を創造する循環を繰り返し、丁寧にリサーチクエスチョンを設

定する。検証方法においても、その手法や倫理的配慮を学び、多様な観点から考察

を行う。探究活動を自分のキャリアのスタート地点と位置付けられるような活動

とする。 

内容 

・興味関心をもとに研究内容を決定 

・文献検索、予備実験、リサーチクエスチョンの設定 

・複数の教員や校外指導者による口頭試問 

・研究計画の設定 

・実験やフィールドワークの実施 

・考察と発表活動 

補足 

・時間割は２時間連続で実施 

・活動人数は 1〜4 名 

・教員は年間スケジュールを提示する。テーマ設定から発表までの連続した活動と

するが、探究心や進行状況に配慮し、そのスケジュールは最終的には「個人」の

裁量とし、納得解を最優先とする。 

シラバス 

学

期 

指導内容 学習内容 時

数 

評価方法 

1 

・オリエンテーション 

・テーマの提示 

 

 

・課題レポート（文献調査） 

 

 

 

・研究テーマ・グループ決定 

 

 

・キーワード検索 

 

 

・リサーチクエスチョン設定 

・リサーチクエスチョン再考 

 

 

・文献収集と調査 

・学びの目的と計画の提示 

・担当教員がそれぞれテーマを示し、生

徒は興味に応じて選択する。ワークシ

ートに記録。 

・テーマについて知っておいてほしい事

柄について文献と複数の問いを提示す

る。それを読み、問いに関して考えた

ことを授業で共有し、議論する。 

・テーマを元に共同で研究するグループ

をつくり（１人でもよい）、具体的な

テーマ設定を行う。 

・テーマを理解するために知るべき事柄

「〜とは？」を設定し、調べる。必要

であれば、予備実験なども行う。 

・調べてもわからない、はっきりしない

価値のある問いを、5Ｗ1Ｈを使って立

てる。大学教員に助言をもらい、問い

立てが適切であるか検証する。 

・夏季休業中の課題を整理する。 

1 

2 

 

 

8 

 

 

 

2 

 

 

6 

 

 

4 

 

 

 

2 

3 観点（優

良可） 
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2 

・面談 

・研究計画 

 

 

・実験・フィールドワーク・データ

分析 

 

 

 

・考察 

 

 

・中間発表 

 

 

・追加実験・調査検討 

 

・夏休みの成果を面談で発表する。 

・その後、必要な実験やフィールドワー

クなど、検証手法を検討、研究計画を

立てる。 

・実験、フィールドワーク、ヒヤリング

データ分析などを実施。 

記録が正しく行えているか確認し、指

導教員、班員と情報共有をする。 

 

・検証結果を元に考察し、内容を高校・

大学教員に内容を発表し、質疑応答す

る。不足点をまとめる。 

・これまでの成果をクラス内と 1 年生に

向けて発表し、不十分な点を改善、検

討する。 

・中間発表で問題になった点について、

追加の実験や調査を検討する。 

2 

4 

 

 

12 

 

 

 

 

6 

 

 

2 

 

 

2 

 

3 観点 

（優良可） 

3 

・追加実験・調査 

・まとめ、最終発表準備 

 

・最終発表 

・追加の実験や調査を実施する。 

・これまで得られた結果をまとめ、最終

発表の準備をする。 

・最終発表はポスターセッション形式で

実施する。大学教員(2 名)からも講評

をいただく。 

8 

6 

 

3 

3 観点 

（優良可） 

ルーブリッ

ク自己評価 

 
■講座名：Sagasプラス、対象生徒：文理探究科 3年、1単位 
■担当教科等：理系教科２名、文系教科１名 

目 的 

Sagas ゼミの内容を各生徒が振り返り、論文形式で記録する（A4 用紙 8 枚程度）。

自己の思考を振り返り、最終的に改善方法と新たな疑問を提起する。教員や校外

の指導員との面談を通じて、新たな自己の発見や進路開拓に活用する。 

内 容 

・項目ごとに研究内容を記録 

・要旨の作成（英語） 

・教員、外部指導者との面談、口頭試問 

・進路選択との関連性や志望動機への反映 

・小論文作成 

シラバス 

学

期 

指導内容 学習内容 時

数 

評価方法 

1 ・オリエンテーション 

〈論文作成〉 

1. 第 1 章 

学びの目的と計画の提示 

 

1. 第 1 章 

1 

 

2 

 

3 観点 

（優良可） 
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  研究の背景～リサーチ・クエス

チョン 

2. 第 2 章 

  研究方法について 

3. 第 3 章 

  結果と考察 

 

4. 第 4 章 

結論～引用文献 

 

5. 要旨作成【英語】 

 

・必要な資料を精査して、論理的に展開

する。 

2. 第 2 章 

・手順や方法をわかりやすく記す。 

3. 第 3 章 

・使用する資料の精査を行い、効果的か

つ公正に検証する。 

4. 第 4 章 

・不足点を発掘しながら、論理的にまと

める。 

5. 要旨作成【英語】 

・完成した論文を推敲し、さらに必要な

事柄を明確に英語で記述する。 

 

2 

 

3 

 

 

2 

 

 

2 

2 〈口頭試問とキャリア連携〉 

1. 共有とディスカッション 

【対生徒】 

 

 

 

2. 口頭試問 

【対教員】 

 

 

 

 

 

3. 探究課題とキャリアの連携 

【個人ワークと面談】 

 

 

1. 共有とディスカッション 

・同様のテーマ、異なるテーマなど、立

場を変えて、他者と共有する。 

・テーマをディスカッションの材料とし

て意見交換を行う。 

2. 口頭試問 

・高校・大学教員(3)に内容発表し、質疑

応答する。 

*()内の数字は大学教員の授業時間数 

・態度、言葉などに留意し、相手を納得

させる表現方法を身につける。 

3. 探究課題とキャリアの連携 

・探究課題と進路とのつながりを強化

し、小論文作成や進路先の決定など、高

校・大学教員に助言をもらいながらキャ

リア開拓を行う。 

 

4 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

8 

3 観点 

（優良可） 

3 

〈探究課題とキャリア連携〉 

1. 探究課題とキャリアの連携 

1. 探究課題とキャリアの連携 

・2 学期に設定したキャリア課題に対し

て、各自が PDCA サイクルで取り組む。教

員との面談を通して、助言を得ながら目

的を明確にして学び続ける。 

9 

3 観点 

（優良可） 
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2) 「探究」学校設定科目 読解 Integral（令和 8年度〜）実施計画 
 

■講座名：読解 Integral、対象生徒：文理探究科 2年、2単位 
■担当教科等：国語科 1名、外国語科 1名 

目 的 

科学倫理、経済、社会問題の文献購読を行い、思考を整理し、意見をまとめる。

日本語、英語文献で共通トピックを扱うことで、背景知識の習得と他教科での

既習知識との関連を見出す。英語で要旨作成を行い、日本語で意見発表する。 

内 容 

・大学教員からのトピック提示 

・日本語、英語文献の読解演習 

・リサーチのための自由文献検索（日英） 

・まとめと意見の発表 

・大学教員からの評価と振り返り 

補 足 時間割は２時間連続で実施 

シラバス 

学

期 

指導内容 学習内容 時

数 

評価方法 

1 

オリエンテーション 

 

〈倫理分野〉 

1. 課題提示 

 

 

2. 日本語・英語文献の読解 

導入）課題文献 

3. 思考の整理・分析 

発展）自由文献検索 

 

4. ポスターによるまとめ・発表 

 

 

 

 

5. 振り返り 

 

学びの目的と計画の提示 

 

 

1. 課題の理解 

・課題について大学教員から紹介 

 

2. 読解・整理・分析 

・課題文献の読解方法を学ぶ。 

3. 文献検索とディスカッション 

・日英の関連文献を探し、読解する。 

・意見交換し、思考を深める。 

4. まとめ・表現 

・大学教員に助言をもらいながら、ポス

ターに意見をまとめる。 

・自分の考えを日英で表現し、論理的に

発表し、質問に答える。 

5. 講評と振り返り 

・大学教員から上記まとめへの講評を

いただく。 

1 

 

 

2 

 

 

12 

 

 

4 

2 

 

 

 

2 

 

 

1 

 

講読ノート 

（30） 

発表資料 

（20） 

ビデオ提出 

（20） 

発表 

（30） 

2 

〈人口政策分野〉 

1. 課題提示 

 

2. 日本語・英語文献の読解 

導入）課題文献 

3. 思考の整理・分析 

発展）自由文献検索 

 

1. 課題の理解 

・課題について大学教員から紹介 

2. 読解・整理・分析 

・課題文献の読解方法を学ぶ。 

3. 文献検索とディスカッション 

・日英の関連文献を探し、読解する。 

 

2 

 

16 

 

7 

 

講読ノート 

（30） 

発表資料 

（20） 

ビデオ提出 

（20） 
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4. ポスターによるまとめ・発表 

 

 

 

 

5. 振り返り 

 

・意見交換し、思考を深める。 

4. まとめ・表現 

・大学教員に助言をもらいながら、ポス

ターに意見をまとめる。 

・自分の考えを日英で表現し、論理的に

発表し、質問に答える。 

5. 講評と振り返り 

・大学教員から上記まとめへの講評を

いただく。 

 

2 

 

 

 

 

1 

 

発表 

（30） 

3 

〈経済・環境分野〉 

1. 課題提示 

 

2. 日本語・英語文献の読解 

導入）課題文献 

3. 思考の整理・分析 

発展）自由文献検索 

 

4. ポスターによるまとめ・発表 

 

 

 

 

5. 振り返り 

 

 

1. 課題の理解 

・課題について大学教員から紹介。 

2. 読解・整理・分析 

・課題文献の読解方法を学ぶ。 

3. 文献検索とディスカッション 

・日英の関連文献を探し、読解する。 

・意見交換し、思考を深める。 

4. まとめ・表現 

・大学教員に助言をもらいながら、ポス

ターに意見をまとめる。 

・自分の考えを日英で表現し、論理的に

発表し、質問に答える。 

5. 講評と振り返り 

・大学教員から上記まとめへの講評を

いただく。 

 

1 

 

9 

 

5 

 

 

2 

 

 

 

 

1 

 

講読ノート 

（30） 

発表資料 

（20） 

ビデオ提出 

（20） 

発表 

（30） 

 
 

3) 「外国語」学校設定科目 English in UseⅡ（令和 8年度〜）実施計画 
 

■講座名：English in Use Ⅱ、対象生徒：文理探究科 2年、2単位 
■担当教科等：外国語科２名 

目 的 

国内外のショートニュースに焦点を当て、聞く、読む、話す、書くすることで読

解力、表現力を育成する。文法や表現方法を確認し、日常場面でいかに使用する

か意識しながらニュース英文などを正確に読み取る読解力を身に付けさせる。ま

た、与えられた英文を自分なりの言葉で言い換えて人に伝えられることを目標と

し、様々な表現方法を自律的に学ぶことを実践する。 

 

内 容 
教育内容は、英語コミュニケーションⅡ、探究科目「読解 Integral」、総合的な

探究の時間での探究活動と紐づけ、総合的に実践的英語力の育成を図る。 
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学
期 

月 内 容 時間
数 

評価方法 

１ 

4 月 オリエンテーション 

7 

・Speaking 課題 
・Writing 課題 
・小テスト 
・定期考査 

Topic: Extreme weather 

Expression: 時制、used to、同意 

Reading: 会話文、メール文、ニュース記事 

Speaking&Writing: 内容要約、過去の習慣 

5 月 Topic: Ways of living, Stress 

7 
Expression: 助動詞（義務、習慣） 

Reading: インターネット記事、会話文、Blog 

Speaking&Writing: 内容要約、義務 

6 月 Topic: Art 

9 
Expression:動名詞、不定詞の表現 

Reading: ニュース記事、チラシ 

Speaking&Writing: 内容要約、好きなこと 

7 月 Topic: Adventure 

4 Expression: 完了形、go のつく表現 

Reading: 内容要約、リスト 

2 

9 月 Topic: Fears 

8 

・Writing 課題 
・プレゼン発表 

・小テスト 
・定期考査 

Expression: 条件節、助動詞（可能性） 

Reading:インターネット記事、How to 記事 

Speaking&Writing: 内容要約、状況把握、メール文 

10 月 Topic: Decision Making 

9 
Expression: 仮定法過去 

Reading: 新聞記事、Discussion 

Speaking&Writing: 内容要約、意見、説明文 

11 月 Topic: The environmetnt and materials 

9 
Expression: 受動態 

Reading: インターネット記事、新聞記事 

Speaking&Writing: 内容要約、説明文 

12 月 Topic: Natural disasters 

4 Expression: 過去と過去完了 

Reading:インターネット記事、Instruction 

3 

1 月 
2 月 

Topic: Goals and achievement 

13 

・Speaking 課題 
・Writing 課題 
・Presentation 

・小テスト 
・定期考査 

Expression:話法、計画 

Reading: インターネット記事 

Speaking&Writing: 内容要約、論理表現、計画 

Presentation: My goal 
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評価方法 

【知識・技能】 
授業で扱った文法、英単語を理解し、正確に使えている 
【思考・判断・表現】 
授業で扱った内容を理解し、それに対する自分の意見をライ
ティング課題やエッセイ、口頭表現によって伝えることがで
きる。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
ニュースのトピックに関して積極的に質問をし、理解しよう
としている。また、自分の考えを英語で他者と共有し、理解
を深めようとしている。 

計 70 

 

 

 

3.3 探究活動に関わる連携機関 
 

1) 地域連携 
 

a. 南あわじ市 

令和 3年度より南あわじ市と連携協定を結び、生徒の探究活動に関わる支援などを受けている。

毎年 2年生を中心に支援を受けており、今年度は、キャリア類型において、南あわじ市役所の 5部

課と直接連携を図り、地域に密着した課題解決に取り組んだ。また、サイエンスコースとアカデミ

ア類型にも自走型で協力支援をいただいた。 

7月には SagasⅡ（総合的探究の時間）「Sagas問答」で、リサーチクエスチョンに対する口頭試

問を、市役所員が本校教員とペアで、事前準備の上、指導にあたった。同 23日には市長や市役所

職員、地域住民を招いて、「Sagas地域発表会」を開催し、探究活動への助言と激励をいただいた。 

高校生に対する地域からの期待は大きく、今後はこの支援を文理探究科 2年の「Sagasゼミ」で

活用できるよう調整を図り、地域課題から深い学びを実施できるように計画したい。 

 

b. 地域内高大連携協定 

   淡路島内の高等教育機関との連携協定に基づき、講師派遣、施設使用などの協力を得ている。 

   連携先：吉備国際大学、関西看護医療大学、関西リハビリテーション専門学校 

 

2) 地域外連携 
 

a. 独立行政法人中小企業基盤整備機構 

本年度から中小機構の「起業家教育プログラム」に採択され、SagasⅡにおいて、24名がアント

レプレナーシップ教育に関する授業プランの提供と 2 回の講師派遣を受けた。また、プログラム

のなかで、日本郵政金融公庫からも担当者をつけていただき、収支報告やビジネスプランに関する

細かいアドバイスを得た。普通科で学ぶことのできない分野について講義、実習を受けられたこと

は教員にとっても有意義であった。生徒の身近な疑問や不満をビジネスに生かすという方法は、地

域問題に目を向けるきっかけとなり、探究活動で問いを立てる際にも具体性を伴う内容となった。 

また、科学分野以外の探究活動については、外部発表の機会も限られているが、ビジネスプラン

に関しては自治体、企業とも熱心であり、コンテスト応募の機会を得られたことが生徒の動機づけ
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となった。来年度も引き続き採択が決定しており、文理探究科 2年の「Sagasゼミ」のカリキュラ

ム研究材料として、探究活動指導の参考としたい。 

今後も本校探究活動の特徴として、基礎研究のように生徒の純粋な探究心を追求できるプログ

ラムと、社会貢献や経済活動を念頭に置いた実学的探究プログラムの両輪で全体カリキュラムを

バランスよく作成したい。。 

  

■ 起業家教育プログラムに関わる講師派遣 

日付 所属・役職 講師名 内容 場所 

4/23 

9/3 
中小機構中小企業アドバイザー 鈴木 健 

ビジネスプランの立案 

プロトタイプの作成 
本校 

6/18 

9/16 

日本政策金融公庫 国民生活事業

神戸創業支援センター  

上席所長代理 

津田 知明 
ビジネスプランの検証 

収支計算の仕方 

本校 

オンライン 

 

■ 参加ビジネスコンテスト： 

・日本政策金融公庫 高校生ビジネスプラン・グランプリ 

・株式会社 リクルート 高校生 Ring 

・株式会社 マイナビ マイナビキャリア甲子園 

・兵庫県 大阪府 スタートアップチャレンジ甲子園 

 

このうち、高校生 Ring では「テーマ 100 選」に 2 グループ、また、マイナビキャリア甲子園は 1

グループが準決勝に進出し、東京で発表を行った。すべてのグループが身近な問題や地域視点を持つ

アイデアであったことから、来年度から始める文理探究科 2年「Sagasゼミ」でも取り組みの一つと

したいと考えている。 

 

b. 日本経済新聞社 

   令和 5 年度より、日本経済新聞社主催「日経 STEAM シンポジウム」へ継続参加しており、今年も

コンテスト３部門を含めて、2年サイエンスコース全員が現地参加した。日経 STEAMでは、4月から

7 月まで大学教員や社会で活躍する人物から定期的にオンラインで指導を受けることができ、全国

の高校生や大学生と繋がりを持てる貴重な場でもある。 

      なお、日本経済新聞社からは全校生と教員に対して、キャリア形成と探究活動を目的として、日経

オンラインの購読サービスの無償提供を受けている。 

 

  ■ 日経 STEAM シンポジウム 

日程：令和 7年 8月 8 日（金） 場所：インテックス大阪 

今年度参加部門：「ステージ発表 私たちは問う 自由で豊かな未来のために」 

        「探究ポスター発表 アイデアの泉」＊アドバイザー特別賞受賞 

        「デジタルアート展示・発表会」 
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3) 特別講師活用状況 
 

   ■目的：文理探究科の授業、SagasⅡゼミ活動、およびキャリア形成のための特別授業 

■対象：1年文理探究科 2,3年サイエンスコース、その他希望者など 

日付 所属・役職 講師名 内容 場所 

6/30 

11/14 

1/30 

鳴門教育大学大学院 

学校教育研究科 准教授 
藤原 大樹 

データサイエンス基礎

特別講師 
本校 

7/24 
関西看護医療大学看護学

部 准教授 
西村 由美子 

国際保健に関するワー

クショップ 
本校 

10/29 
アイ・エス・ネクスト（株）

代表取締役 
酒井 貴弘 

地域から農業起業を行

う課題点に関する講義 
本校 

11/25 
吉備国際大学農学部地域

創生農学科 教授 
桧原 健一郎 

Sagas ラボ 

分野別講義、実験及び施

設見学 

吉備国際大学 

3/4 
（株）大塚製薬工場メデ

ィカルフーズ研究所 
林田 尚輝 

Sagas ラボ特別講義 

研究内容に関する授業 
本校 

 

 

3.4 その他探究活動に関わる実践活動 
 

1) Sagasツアー（令和 5年度より継続実施） 
 

■対象：文理探究科 1 年、サイエンスコース２,3年 

   ■コンセプト：「参加も自由、行き先も自由の夏の冒険旅行」 

 ■行先：大阪（1泊 2日）、広島（1泊 2日）、東京（2泊 3日） 

 ■内容：＊成果ポスターは巻末資料参照 

日付 ツアー 内容 

7/28 

7/29 
大阪 

・大阪万博 

・大阪大学文学部と教養科目授業特別参加、大阪大学博物館見学 

京都大学宮野公樹先生のご指
導の下、「常識を疑え！」を合
言葉に、自分たちの問いを文
書で伝えた。学校名は非公開
で、オーディエンスは付箋で
コメントを書きあった。 
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7/30 

7/31 
広島 

・広島大学特別講義 

・広島平和資料館見学 

・マツダ株式会社マツダミュージアム見学と企業訪問、座談会 

8/25 

~27 
東京 

・富士通株式会社「未来の語り場」社員との座談会 

・JAXA スペースドーム見学 

・筑波大学特別講義 

・東京海洋大学特別講義、研究室訪問、大学院生との座談会、大学内博物

館見学 

 

■ツアーでの特別講師： 

日付 所属・役職 講師名 内容 場所 

7/29 
大阪大学全学教育推進機

構 教授  
中村 征樹 

科学倫理に関するワー

クショップと大学授業

「ビブリオバトル入門」

「科学論講義」参加 

大阪大学 

7/30 
広島大学大学院社会科学

研究科 准教授 
松永 京子 

原爆文学のワークショ

ップ 
広島大学 

8/7 
マツダ（株）技術本車体

技術部 部長   
谷本  康成 

施設見学および技術、調

達担当者との座談会 
本社 

8/25 
富士通（株）総務本部 コ

ミュニティ推進室 室長 
井口  雅之 

キャリア形成を目的と

するワークショップ 
本店 

8/26 
筑波大学人文社会系 

教授 
星野  豊  

学校トラブルと法律の

講義と施設見学 
筑波大学 

8/27 
東京海洋大学学術研究院 

教授 
佐野 元彦 

魚類の病気に関する講

義、大学院生との座談

会、ワークショップ 

東京海洋大学 

 

■参加者によるアンケート結果 

  ツアー参加者全員が４件法で回答 

  「Sagasツアーに参加してどうでしたか。」（人） 

 とてもよかった よかった どちらとも言えない よくなかった 

大阪 22 6 0 0 

広島 9 0 0 0 

東京 14 5 0 0 

 

     コメント抜粋： 
 

   「今まで自分が考えたことのないことに興味を持てて可能性は無限大なんだ、ということを感じ

ました。」 
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   「今私たちが当たり前に過ごせている毎日を大切にして生きていきたいと思いました。」 

   「自分が大切にしていかないといけないこと、自分の芯になる部分が何なのかを確認することの

できる良い機会になった。」 

「全てが初めての体験で大学生の凄さに圧倒された。」 

      「世界の課題や最先端の研究、技術に触れ、自分の将来について積極的に考えるようになったこと

が 1番大きな成長だと思います。」 

 

 

2) 冬の研修旅行 
 

   ■対象：文理探究科 1 年 

   ■行先：西はりま天文台、東芝デバイス＆ストレージ株式会社姫路半導体工場 

 ■内容： 

日付 所属・役職 講師名 内容 場所 

3/17 
西はりま天文台自然科学研

究所 研究員 
戸塚 都 天体観測と記録 

西はりま 

天文台 

3/18 

東芝デバイス＆ストレージ

株式会社姫路半導体工場 

工場長 

高野 彰夫 
半導体工場の見学 

ワークショップ 
姫路工場 

 

 

3) 文理探究科 note 

 ■対象：文理探究科 1年 

■目的：2 年「Sagas ゼミ」の問い立てトレーニングとして、身近な不思議に目を向け、発信する。 
  

ウェブサイト「note」を使用し、「半径５m の不思議」を日誌形式でリレー発信中。今後は、取り組

みの普及に向け、発信の仕方も検討する。 
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3.5 学習環境の整備 
 

 選択教室を２教室改装し、以下のような設備を持つ「探究ラボ」として整備した。  
 

■設 備：壁面大型スクリーン、電子黒板、iMac８台、3Dプリンター１機、VRゴーグル２台、 

可動式 wifi、可動式縦型ホワイトボード８台 
 

■主な用途：・文理探究科の授業 

          ・特別講師を招いての授業、またはオンライン授業 

          ・Sagas ゼミやその他設備を使用する探究授業 

          ・放課後の主体的探究活動 
 

■使用状況：探究活動や特別講師の授業で積極的に活用した。ICT機器を利用したオンラインでの特

別授業の回数が大幅に増え、遠隔地でも十分に講師とのやりとりができる環境となっ

た。今年度は外部コンテスト参加者数も前年の 5 倍となったこともあり、授業時間の

みならず放課後の使用も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 まとめ 
 

    文理探究科のカリキュラム開発にあたって、総合的な探究の時間を含む探究科目７単位の授業計画、

実施に向けた取組みを 2 年間行ってきた。学校設定科目や取り組み方法を模索する中で、他の普通科

クラスの Sagas（総合的探究の時間）も見直すこととなり、地域、大学、企業、団体、行政のご協力の

もと、徐々に学校が開かれた学びの場となり、生徒自身も「Sagas（探究）が当たり前」の日常となっ

ていると感じる。 

先日行った 1 年生全体へのアンケートで、「Sagas は面倒臭いものだと思っていたが、授業が始まる

と没頭していた。」というコメントがあった。探究活動は生徒にとって面倒なことだらけだ。「読む」、

「考える」、「共有する」、「つくる」、「発表する」、「振り返る」、すべてのプロセスが面倒である。しか

し、これら多くの面倒を乗り越えた結果、自分の進路を見つめ直し、新たな挑戦を始める生徒も少なく

ない。探究活動は決められた一連の作業ではなく、生徒自身が壁に直面し、新たな闘志を燃やしたり、

時には途中で立ち止まりスタート地点に戻ったり、はたまた諦めてしまったりと、結果は違うが、一人

一人が費やした時間に意義がある。その過程に、伴走する教員がおり、共に考え、寄り添うことがこの

教育の目的の一つであると実感する。 

新たな取り組みの中、地域が辛抱強く温かい支援を続けてくださっていること、相談する大学や企

業、団体がいつも好意的に迅速な協力をしてくださることに心から感謝申し上げたい。 
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第 4章：探究活動における学習効果の分析 

 

本校では令和８年度から始まる文理探究科 2 年生「総合的な探究の時間（Sagas ゼミ）」の先行実施と

して普通科、サイエンスコースの２年生が「総合的な探究の時間（SagasⅡ）」に取り組んできた。本章で

は、令和 6 年度および令和 7 年度実施の生徒自己評価シートの集計結果に基づき、探究活動における学

習効果を分析する。文部科学省が定める「学力の 3観点」に沿って、生徒の資質・能力の変容を明らかに

するとともに、次年度に向けた指導上の課題を取り上げる。 

 

4.1 評価の視点と手法 

1) 「SagasⅡ」について 

■対象生徒：2年生全生徒（キャリア類型、アカデミア類型、サイエンスコース） 
■分析対象：アカデミア類型、サイエンスコース生徒 
■単 位 数：１単位 

 

2) 評価の３観点 

観点 SagasⅡにおける具体的な定義 評価指標の主な項目 

知識・技能 

探究に必要な情報の収集・取捨選択が

でき、ICT ツールを用いて効果的な資料

作成・発表ができる能力 

・正しい情報の取得と取捨選択 

・情報をまとめる ICT ツール

（Word/Excel/PPT 等）の活用、図  

表の提示 

思考・判断・表現力 

課題の本質を捉えてリサーチクエスチ

ョンを設定し、適切な手法で分析・検証

した上で、自らの考えを他者に的確に

伝える能力 

・課題の全体像把握、RQ の設定 

・調査の計画・実施、図表化、仮説立案 

・発表における説明力、質疑応答 

主体的に学習に取り

組む態度 

自身の夢や進路、地域社会との繋がり

を意識し、多様な他者と協力しながら、

粘り強く探究を調整・継続しようとす

る姿勢 

・探究への学習意欲、地域問題への関心 

・コミュニケーション、チームワーク 

・挑戦する姿勢、自己の進路との関連性 

 

本校では、これら 3観点をさらに具体化した独自のルーブリックに基づく 5件法（1〜5）の自己評

価を実施している。評価指標は、非認知能力を測る「主体性・学びに向かう力」および、実務的な「知

識・技能 / 思考・判断・表現」の 2群、下記の 6つのカテゴリーで構成されている。 
 

    

 

 

 

 

 

 

開く力

OPEN

参加する力

JOIN

情報収集力

COLLECT

課題設定力

FIND

問題分析力

ANALYZE

発表力

PRESENT

主体性・学びに向かう力 知識・技能 / 思考・判断・表現 
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4.2 ルーブリック評価の結果と分析 
 

 Sagas探究能力リサーチ 
 

5件法 

（5:とてもあてはまる 4:ややあてはまる 3:どちらともいえない 2:ややあてはまらない 1:全くあてはまらない） 

 

【主体性・学びに向かう力に関する項目】 

                                       n=123    n=105 

 

開く力（OPEN） 

R6年度 R7年

度 

1) 探究課題に取り組むためには、もっと勉強しなくてはならない、と感じる。 4.07 4.09 

2) 相手に関わらず、基本的なコミュニケーション(挨拶、話し方、聞き方)が大切

だと思う。 
4.52 4.66 

3) 自分に合った役割を見つけることで、チームワークを発揮できると思う。 4.09 4.32 

4) 諦めずに挑戦し続けることで、新しいアイディアが生まれると思う。 4.19 4.13 

参加する力（JOIN） 

1) 自分が取り組む課題について、もっと知りたいと思う。 3.84 3.72 

2) 知識、経験、失敗の積み重ねが、探究活動の成果につながると思う。 4.24 4.37 

3) 自分の探究活動が「自分の夢や将来の進路」(「何か」)につながる可能性がある

と感じる。 
3.99 3.47 

4) 自分が住む地域の問題に関心を持ち、改善したいと感じる。 3.57 3.78 

 

【知識・技能 / 思考・判断・表現の項目】 

情報収集力（COLLECT） 

1) 課題について、書籍、ネット検索、科学論文講読などを通して、正しい情報を得

ることができる。 
3.76 3.80 

2) 多くの情報やデータから、必要なものを取捨選択して内容を理解することがで

きる。 
3.81 3.78 

課題設定力（FIND） 

1) 収集した情報やデータから、何が問題で、何がその原因（複数）なのか、疑問点

を洗いだし、課題の全体像を把握できる。 
3.63 3.49 

2) 課題の全体像の中から、何に焦点をあてて探究するか、具体的に設定すること

ができる。（リサーチ・クエスチョン：取り残されている課題） 
3.66 3.37 

問題分析力（ANALIZE） 

1) リサーチ・クエスチョンについて、それが解決されない（わからない）理由を調

査するために、資料収集、フィールドワーク、アンケート評価、予備実験、本実

験などを計画、実施できる。 

3.65 3.36 

2) 1)で調査した内容を図表、グラフを用いて、わかりやすくまとめることができる。 3.64 3.69 

3) 追加で情報収集、新たな仮説立案などを行い、現時点での「BEST」を提案できる。 3.49 3.30 

4) 探究成果をまとめ、不足点や今後の課題を整理できる。 3.55 3.59 
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発表力（PRESENT） 

1) Word、Excel、PowerPoint などを使い、情報の整理、分析、資料作成することが

できる。 
3.65 3.63 

2) 言葉を絞り込み、図表を効果的に提示し、考えが整理された資料を作成できる。 3.61 3.62 

3) 資料に説明を加えて、表情、声量、スピードを操りながら、わかりやすく伝え

ことができる。 
3.58 3.56 

4) 発表後の質問に、必要に応じて資料を提示しながら、的確に答えることができる。 3.52 3.28 

 

 

4.3 分析と考察 

 

1) 分析 

a. 肯定的な変容が見られる項目 
 

R6年度から R7年度にかけて、特に「社会性」や「探究の基盤」に関する自己評価が向上している。 
 

・コミュニケーション能力の向上（OPEN） 

「基本的なコミュニケーションが大切だと思う」の項目が 4.52→4.66 と上昇。グループワークや

教員とのやり取り、また外部機関との関わりの中で、礼儀や対話の重要性を実感している。 
 

・チームワークと役割意識（OPEN） 

「自分に合った役割を見つけ、チームワークを発揮できる」が 4.09→4.32 と上昇。集団の中での

自己の立ち位置を客観的に捉えられるようになっている。 
 

・試行錯誤の肯定（JOIN） 

「知識、経験、失敗の積み重ねが成果につながる」が 4.24→4.37 と向上。「とりあえず挑戦してみ

よう」というマインドセットが定着しつつある。 
 

・地域への帰属意識（JOIN） 

「自分が住む地域の問題に関心を持ち、改善したいと感じる」が 3.56→3.78 と上昇。探究活動の問

い立ての中で、身近な課題を取り上げる生徒が多く、内容をより具体化できるようになった。 
 
 

b. 数値向上の要因（仮説） 
 

コミュニケーションやチームワークに関しては、当該学年の雰囲気に依るものも大きい。しかし、

最大でも生徒 13 名に対して一人の教員が指導できる体制が整ったため、各生徒とのやりとりが増

加し、生徒の特徴に応じた伴走が可能であったことも一因であると思われる。また、「地域への帰属

意識」に関しては、地域の課題に関して問い立てした生徒数は前年並みであったが、調査方法や内

容がより具体的になったことも一因と考えられる。 
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c.数値が下降・停滞している項目 
 

探究の核心部である「論理的思考」や「キャリア形成」に関連する項目で、数値の低下が見られ

る。考えられる要因は以下の通りである。 
 

低下した項目 R6 R7 考えられる要因（仮説） 

進路との関連性（OPEN） 3.99 3.47 

R6 は「自分の夢や将来の進路」の箇所が「何か」のみ

であった。具体的に問いかけた結果、課題探究の内容

と現時点での進路希望との間にギャップを感じた可

能性がある。 

情報収集力 

課題の具体化（FIND） 

3.63 

3.66 

3.49 

3.37 

情報収集力はある程度維持されているが、AI の使用

法を含め情報リソースが多様化し、その選択や処理の

方法に戸惑いがある。また、それに関連し、リサーチ・

クエスチョンの具体化に課題がある。 

調 査 の 計 画 ・ 実 施

（ANALYZE） 
3.65 3.36 

リサーチ・クエスチョンに具体性が欠けるため、その

フィールドワークや実験が十分に実施できなかった

可能性がある。 

質 疑 応 答 へ の 対 応

（PRESENT） 
3.52 3.28 

昨年よりも発表練習に時間を費やしたが、質問に答え

るための「深い背景知識」や「多角的な視点」での検

証が不足している。 

 

 

2) まとめ：なぜ探究の「質の向上」が難航しているのか 
 

   数値の低下は、一見すると後退に見えるが、生徒の自己評価の基準が厳格化した（＝探究の難しさ

を正しく理解した）という側面もある。令和 6年度は「なんとなくできていた」という感覚だったも

のが、令和７年度は教員を含め探究への理解がさらに進んだことから、生徒が能力の不足や課題の難

しさを客観的に自覚した結果（メタ認知の向上）とも推察される。 

   特に、FIND、ANALYZE の項目は、基礎的学力の活用法を探る応用的分野であり、文献検索やその読

解力にも大きな課題が残った。インターネットで文献を探すことが日常であるが、必要な文献は印刷

し、さらに読み込むという習慣をつける必要がある。文献講読を通して、気になったところや興味を

持った内容を確認、共有、そして議論しながら、教員は生徒と共に新たな課題に共に向き合う伴走を

心がけたい。 

   FIND、ANALYZEの力は昨今の共通テストや大学入試でも求められる力と重なる。探究活動を論理的

に実施するための基礎力であるため、各教科活動での「思考・判断・表現力」の育成をなお一層大切

にしたい。 
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第５章：成果の普及と広報 

 

5.1 発表会などの実施 
 

1) 南あわじ市役所との連携授業 
 

 6 月 25日「Sagas問答」（2年生 SagasⅡ全員対象） 

 南あわじ市職員と本校教員がペアになり、それまでに調査した内容や問い立てに関して、口頭試問を

行った。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 校内発表会 
 

a. 7月 23日「Sagas地域発表会」 

（2年生中間発表、3年キャリア類型最終発表） 
 

     南あわじ市広報にて広く告知し、市長、市役所職員、保護者、地域関係者などが多数来校した。

中間発表のタイミングで幅広いご意見をいただくことで、リサーチクエスチョンの再考を夏休みに

促した。 
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b. 12月 17 日 「1年生に探究活動を聴いてもらおう！」 

（SagasⅠ、SagasⅡ合同授業） 
 

   ２年生が探究活動終盤にあたり、これまでの成果を１年生にひとりずつ対面発表し、質疑応答し

た。冬休み前に実施することで、これまでまとめたリサーチの結果を見つめなおし、３学期にまとめ

作業に入る前に、課題の見直しや追加調査は必要ないか考えさせた。１年生にとっては、来年度から

始める課題研究のイメージを持つ機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

c. 2月 18日「SagasⅡ発表会」 

（2年アカデミア、サイエンスコース最終発表、キャリア類型中間発表） 

 

１年間の探究成果発表を行い、南あわじ市職員もオーディエンスとして評価に加わった。教員用評

価シート、生徒用相互シートを利用し、内容を振り返る機会とした。アカデミア、サイエンスコース

はこの後の授業で、ルーブリックによる自己評価を実施した。 
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3) 島内普通科高校探究活動合同発表会「トリコロ★クエスト」 
 

   昨年度より、淡路島の普通科高校（洲本、津名、淡路三原）の探究活動合同発表会を主催校として実

施。各校のカラーを活かし、生徒の興味や地域に根ざした探究活動の内容を共有する機会を設けてい

る。トリコロは 3色を表すトリコロールから、またクエストは「探究」の意味である。 
 

  日 時：令和 7年 3月 5日（木）14:30〜17:00 

 場 所：洲本市文化体育館会議室 A 

 内 容：主に 2年生によるポスター発表と特別講師 7名による分科会 

 発表数：洲本高校 15、津名高校 5、淡路三原高校 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       発表会                 分科会全景                  分科会 

 

分科会担当講師:発表ポスターを参照しながらの講評と、キャリア形成に関する助言 

 所属・役職 講師名 

1 神戸市立外国語大学国際関係学科准教授 神戸グローバル教育センター長 中嶋 圭介 

2 （株）海空 代表取締役社長  大継 康高 

3 兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科 准教授 嶽山 洋志 

4 関西看護医療大学看護学科 准教授 西村 由実子 

5 （株）あべいすと 代表取締役 安部 則行 

6 日東コンピューターサービス株式会社 代表取締役 石田 一成 

7 吉備国際大学農学部 地域創成農学科 教授 松原 茂仁 
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4) 発表会で使用する評価シートについて 
 

  「SagasⅡ地域発表会」と同様の生徒用評価シートと指導者用評価シートを準備し、発表者に対して

フィードバックを行ったが、トリコロ★クエストにおいては、初見かつ短時間で指導者用評価シート

を書き込むことが難しいという意見があったため、次年度は生徒用評価シートをベースとして簡略化

したい。 

 

生徒用相互評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名

発表番号 (              )

タイトル

ポスターのデザインについて

トリコロ★クエスト　相互評価シート

・フォントサイズ
・図表の表示方法
・図表、文字の配置
・全体的な印象

優れている　　　・　　　普通　　　・　　　努力が必要

内容について

１．探究の目的を理解できるか

２．探究方法について理解できるか

理解できる　　・　　ほぼ理解　　・　　理解できない

理解できる　　・　　ほぼ理解　　・　　理解できない

理解できる　　・　　ほぼ理解　　・　　理解できない

優れている　　　・　　　普通　　　・　　　努力が必要

意見・感想

３．考え方や計画について、筋が通っており、理解ができるか

４．話すときの態度や視線、声の大きさや話す速さ
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指導者用評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載者

発表番号 (              )

タイトル

項目 小計

リサーチクエスチョン / プランの独自性 （面白さ） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

構成・展開 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

使用文献、実験、フィールドワークなどの検証方法 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

考察、結論 / 今後の計画の論理性（主張の説得力） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

選択（自分の言葉でわかりやすく伝えたか） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

責任（使用表現の意味・内容が理解できているか） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

分量（発表時間を有効に使用できたか） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

声質（大きさ・明瞭さ・速さ・間） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ジェスチャー・目線・姿勢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

態度（自信・熱量） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

記載者からのコメント

トリコロ★クエスト　評価シート

Total

内容

40

言葉

30

表現

30

評価
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5.2 先進校の視察 

 

令和 8年 1月 20日（火） 三重県立上野高校にて視察先進校視察を行った。 

上野高校は 2019年からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）、2022年から 3年間、本事業に指定

されており、2025年より普通科クラスを「学際探究科」に改編した。 
 

■上野高校出席者：脇本竜平教頭、森本亮教諭、犬飼将登教諭、福井謙太教諭 

■本 校 出 席 者：坂井啓太郎教頭、黒田陽子主幹教諭、岩木拓也教諭、山口聖子実習助手 

 

内容： 

1) 普通科改編の概要 
 

・文理探究科 1期生が入学した 2025年より、6つの改革として、「普通科を学際探究科へ名称変更」「制

服変更」「前期選抜の拡大」「授業時間短縮」「理数科のクラス増」「海外修学旅行」を実施した。 

・地域の過疎化が進む中で学校の在り方を見直した。探究的な学びを重視し、「社会で活躍する力」「大

学入試を突破する力」「大学で伸びる力」を育成している。 

・新体制では学際探究科 4クラス、理数科 2クラスの合計 6クラス編成である。 

・SSHの事業内容でも、「文理にとらわれない学び」「探究的手法の授業導入」などの課題があるが、職

員研修などの実施により、教員の意識が向上し、現状課題が明確に認識されるようになった。 

・探究を学年主導から「ゼミ制」とし、教員が継続的に活動できる体制を目指している。 

・文理探究型授業「学びのクロス」を 1年生で導入し、生徒が教科間のつながりを認識する機会をつく

っている。教員にとっても教科間のコミュニケーションが活発化し、新たな授業に挑戦する機会とな

った。 

・地域や同窓生とのつながりを強化し、さまざまな支援を得ている。 

・普通科改編後は、生徒募集において順調に定員を満たしている。 

 

2) 学際探究科授業見学（みらい探究 UQ） 
 

 1年生に行う探究活動スキル習得のための授業（UQ）を見学した。本授業では、GROW Academyの教

材を使用し、「五感を使って相手を動かすコミュニケーションをする。」を目標に、個人ワークとペア

ワーク、振り返りを通して、プレゼンテーションスキル向上を図っていた。 

 

3) 本校への成果普及方法 
 

・SSHと本事業が相乗効果をもたらし、教員の探究活動に対する意識が向上している。本校でも探究活

動に関わる教員が増えることで、「学びのクロス」のような教科間連携や探究活動に関するアイデア

が出しあえるような取り組みを行いたい。 

・広報活動では、「６つの改革」の内容に見られるように、改革内容をわかりやすいキーワードでター

ゲットに伝える工夫を行いたい。 

・地域の企業や同窓生とのつながりを深め、まずは地域に信頼される学校を目指したい。 
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5.3 オープンハイスクールの実施 

  

1) 第 1回：文理探究科オープンハイスクール（Sagas DayⅠ） 
 

 ■日程：令和 7年 6月 28日（土） 

■目的：新教室「探究ラボ」にある機材を使った体験会を行い、文理探究科の学びの理解を深める。 

■対象：中学生とその保護者（参加 32名） 

■内容： 

a. 探究ラボ体験会「VRゴーグル」「３Dプリンタ」「映像 Switching」 

     機材をローテンション形式で体験した。内容の考案と支援はサイエンスコース 2年生が行った。 

 b. 在校生の発表と座談会 

   サイエンスコース 3年生が課題研究のポスター発表を行い、同 2年生が実験を伴う実践発表をおこ

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      3D プリンタ体験              VR ゴーグル体験                   探究活動の発表と座談会 

 

2) 淡路三原高校オープンハイスクール 
 

■日程：令和 7年 8月 19日（火）、20日（水） 

 ■目的：本校の教育活動の内容と意義を広く中学生とその保護者に知っていただく。 

■対象：中学生とその保護者（参加 303名） 

  ■内容： 

 a. 学校説明 

    ・ 2年生代表がカリキュラムと特色ある教育活動について説明を行った。 

  ・ 1年文理探究科、2 年キャリア、アカデミア類型の生徒が学びの成果を報告した。 

 b. 三高コレクション 

    生徒会、部活動代表生徒による制服とユニフォームのファッションショーを行った。指導はフィ

ットネスで国際的に活躍し、地元で教室を営む本校同窓生が行った。 

 c. 学びアソート（体験授業） 

    文理探究科、キャリア類型、アカデミア類型にレベル分けした授業を 2つ選択し、各教科の特色

ある学びを体験した。 
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 d. 部活動体験・見学 

       事前申し込みの上、希望の部活動を体験した。その他、自由に見学できるように、生徒主体で案

内を行った。 

e. 食堂体験 

     体験授業、部活動体験・見学の後、生徒食堂のメニューを自由に試す機会を設けた。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

           三高コレクション                   体験授業 

 

 

3)第 2回：文理探究科オープンハイスクール（Sagas Day Ⅱ） 
 

 ■日程：令和 7年 10月 18日（土） 

■目的：文理探究科の学校設定科目「データサイエンス基礎」「読解 Integral」を体験し、文理探究科

の学びの理解を深める。 

■対象：中学生とその保護者（参加 21名） 

■内容： 

a. 文理探究科概要説明 

  スライドを使用し、文理探究科設置の意味と学びの内容を 15分で説明した。 

 b. 体験授業「データサイエンス基礎」「読解 Integral」 

      二つの授業を 40 分ずつ行った。データサイエンス基礎では実際に 1 年生が行った地域経済分析

システム（RESAS）を使用し、統計データの活用方法について授業を行った。また、読解 Integral

は「美の価値観」の多様性について、日本語と英語で異なる題材を与え、自分の価値観を探る内容

であった。 

 c. 探究活動の発表 

    2年サイエンスコースの生徒が、日経 STEAM で舞台発表を行った内容についてプレゼンテーショ

ンを行った。 

d. 在校生との座談会 

   文理探究科 1年生とグループで座談会を行った。 
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データサイエンス基礎授業体験             探究活動の発表 

 

 

  4)オープンハイスクール課題点 
 

     少子化の影響もあり、10年前と比較して、今年度 8月のオープンハイスクール参加数は 82%に減

少幅した（371→303）。募集方法が中学校ごとから個人申込となり、中学校教員の関与が少なくなっ

たことで、その参加に関しても生徒の自主性が重んじられていることが要因の一つである。全島的

に生徒募集の定員割れもあり、受験を契機とする中学生の学びや進学への意欲向上は難しくなって

いる。加えて、コロナ禍での説明会縮小、廃止などを経て、中学生が高校の特色を知る機会は、高

校側がその機会を創り出さない限り増えることはない状況である。 

オープンハイスクールは、高校生も参加して、普段の学校生活の雰囲気を知ってもらう唯一の機

会である。中学生が自ら学校を選び、「行ってみよう」と思う仕掛けづくりが必要である。このため

にも「地域の学校」として、日常から探究活動や部活動、ボランティア活動を通して、生徒同士が

交流し、中学生が高校を気軽に訪れられるような取り組みを考えたい。 

    また、今年度は 2度の文理探究科オープンハイスクール Sagas Dayを行ったが、参加数は文理探

究科の定員を満たしておらず、設置の目的が伝わっていない。今後は、オープンハイスクールが形

式的な実施とならないよう、中学校と授業連携するなどして、まずは学びの共有を行い、「学ぶこと

は楽しい」と思えるような工夫がますます必要となるだろう。 

 

 

5.4 その他広報活動の方法 

 

 1) 中 学 校 訪 問：全島 15中学校―6月学校案内配布 

近隣中学校 6校－6月、10 月、11月訪問説明 
 

2) 文理探究科説明会：南あわじ市南淡中学校 令和 8年 3月 18日（水） 
 

3) インターネット媒体：学校公式ホームページ、インスタグラム、メディアプラットフォーム note 
 

4) チ ラ シ 配 布：前期、後期に分けて、南あわじ市立小学校、中学校教員、教育委員会に成果チ

ラシを配布。部活動の戦績や文理探究科の活動や進路実績を掲載。（次頁参照） 
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関係資料 

1. 令和７年度入学生教育課程表 
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2. 文理探究科１年アンケート結果 

 

令和 7年度文理探究科 1年生 活動アンケート 

n=24 

項目 評価（４件法） 

1. データサイエンス基礎（DS基礎）で、数学の知識がデータ分析に役立つと感じた。 2.7 

2. データサイエンス基礎（DS 基礎）では、鳴門教育大学藤原先生の授業で、新しい視点や興味

関心を得られた。 
3.0 

3. Sagas ラボでは、ノートの取り方や文献検索の方法、基礎的な探究技法やデータ解析技法を

学ぶことができた。 
3.3 

4. Sagas ラボでは、大学施設での高度な実験設備を用いた授業で、理科的興味が湧いたり、進

路を考えるきっかけとなった。 
2.9 

5. English in Use では、基礎的な知識の定着が、表現力を含む英語力向上につながると感じた。 3.0 

6. 文理探究科 note では「半径５メートルの不思議」を発信することで、身近な疑問を考えるきっ

かけとなった。 
3.2 

7. Sagas ツアーでは、企業や大学を訪問し、自分の将来について考える機会となった。（不参加

の場合、回答の必要なし） 
3.6 

8. Sagasツアーの「一人部屋」や「行先も参加も自由」というコンセプトは良いと思う。 3.8 

9. 冬の研修旅行（西はりま天文台・半導体製造工場）は楽しみですか。 3.8 

10. B 棟 1 階の探究ラボは文理探究科のためにつくられました。グループワークや ICT 活用にお

いて、通常の教室より学びやすいと思いますか。 
3.1 

11. 文系、理系の生徒が混ざり、多様な興味関心や意見があるこのクラスは、自分にとって居心

地がよい場所ですか。 
3.4 

12. 「自分たちが文理探究科をつくっている」というワクワク感や責任感を感じる場面はありまし

たか。 
2.9 

 

自由記述回答まとめ 

13. この 1 年で一番印象に残っている活動は何ですか。 

   ・Sagas ツアーに関する記述が 7 割。その他、文化祭や数学理科甲子園での協働作業、Sagas ラボの実験

についてなど。 

14.中学生の時よりも成長したと思うことは何ですか。 

  ・勉強に対する姿勢（自主性や探究心）やコミュニケーション能力の向上を実感しているという回答が

多数。 

15.文理探究科はどんな人が向いていると思いますか。 

   ・キーワードとして、「創造力」「探究心」「成長」「変化」に集約される。 

16.あなたが高校生の間につけたい力はどんな力ですか。 

  ・「コミュニケーション能力」「自主性」「思考力」「継続力」「挑戦力」「集中力」に集約される。 

 

 



51 

 

評価： 
 

・選択回答では、文理探究科のカリキュラムに関するものより課外活動やクラスの雰囲気についての項

目で評価が高い。このことから少人数ながらクラスは団結した雰囲気があるが、授業に関しては、興味

関心との関連性に欠けるところがあり、さらなる改善が必要である。 
 

・１期生として、「文理探究科をつくっている」という意識は薄い。素直な生徒多いが、主体性よりもカ

リキュラムや行事に追従するのが精一杯という側面がある。今後は、文理探究科を紹介するようなビデ

オ作成を提案したり、文理探究科 noteを他校の学科とフォローし合うなどして、その意識を高める工

夫を行いたい。 
 

・課外活動では「Sagas ツアー」の評価が非常に高い。大学や企業で視野を広げられることが大きいが、

一人部屋とし、気遣いなく参加しやすい設定にしていることや、自由研修の時間を使って、友人と自

立、協力して電車を乗り継ぐなどの他愛もないことが刺激となるようである。本事業終了後も同窓会な

どに支援をいただきながら、ぜひ、自由に選べるツアーを継続させたい。 
 

・学びへの態度を測る自由記述では、まだ「受験」などの言葉はなく、一様に高校生活を充実させるため

に必要な「探究心」「向上心」を肯定し、積極的に学びに向かう表現が多い。クラス担任が文理探究科

のカリキュラムの目的をよく理解し、普段声掛けを行っていることが大きいと考える。 
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3. Sagasツアー成果ポスター 
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4. 成果概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度指定（学際領域学科）「文理探究科」（令和 7年度設置） 

新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改革支援事業） 

令和 7年度研究開発実施報告書 第 2年次 
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